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　「
い
ん
ざ
い
産
業
ま
つ
り
」
は
、
毎

年
、
地
産
地
消
の
推
進
を
目
的
に
開

催
。
顔
の
見
え
る
販
売
な
ど
を
通
し

て
生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流
を
図

り
、
市
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
・
畜

産
物
・
商
工
業
製
品
な
ど
を
広
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
内
で
は
、
新
鮮
な
野
菜
や
地

場
産
品
の
販
売
・
飲
食
物
の
販
売
、

ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
（
入
場
無
料
）
な

ど
を
実
施
。
ま
た
、
各
テ
ン
ト
で
は
、

印
西
の
産
物
が
展
示
・
販
売
さ
れ
ま

す
。
　
生
産
者
自
慢
の
味
や
技
を
確
か
め

に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

11

10

10

3
時
。

■場 
B
I
G
H
O
P
ガ
ー
デ
ン
モ
ー
ル

印
西
駐
車
場
（
原
1
―
2
）。

※
下
図
参
照
。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3
7

5
）。

　
市
で
は
、
平
成
　
年
4
月
1
日
か

25

ら
、
県
よ
り
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

開
発
許
可
な
ど
に
関
す
る
事
務
の
移

譲
を
受
け
て
、
事
務
処
理
市
と
な
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
「
印
西
市
都
市
計
画

法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
許
可
の

基
準
に
関
す
る
条
例
」　
に
つ
い
て
、

(案)

市
民
意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
）
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
峨
～
　
日
俄
・
午
前
8

10

16

29

時
　
分
～
午
後
5
時
（
土
・
日
曜
日

30
は
除
く
）。

■場 
市
役
所
、
各
支
所
・
出
張
所
・
公

　
市
で
は
、
民
生
委
員
を
通
じ
　
歳
65

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
・
高

齢
者
の
み
の
世
帯
の
実
態
把
握
調
査

を
　
月
中
旬
か
ら
実
施
し
ま
す
。

10
　
今
回
の
実
態
把
握
調
査
は
、
緊
急

時
や
平
素
の
見
守
り
な
ど
に
お
け
る

連
絡
・
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　
民
生
委
員
は
、
地
域
住
民
の
身
近

な
相
談
・
支
援
者
で
す
。
そ
の
役
割

（
職
務
）
の
一
つ
に
は
、
地
域
住
民
の

生
活
の
実
態
や
福
祉
需
要
を
把
握
し
、

適
切
に
相
談
や
援
助
を
行
え
る
態
勢

月
 　
月
　
日日
臥臥
開
催
開
催

1111

1010

「
い
ん
ざ
い
産
業
ま
つ
り
」
で

　
  実
り
の
秋
を
満
喫
し
よ
う

▲
葛
毎
年
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
う
「
い
ん
ざ
い

産
業
ま
つ
り
」（
写
真
は
い

ず
れ
も
昨
年
の
も
の
で
す
）

▲各テントでは趣向を凝らした
ゲームや特産物の販売が行われ
ます

▲ご存じ印西市のご当地グルメ「印
西みそピーから揚げ」のお店も登場

 第
8
回
印
旛
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り

　
地
域
内
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
な
ど
の
即
売
会
、
各
出
展
団
体
に
よ
る

飲
食
物
の
模
擬
店
や
事
業
Ｐ
Ｒ
、　
組
を
超
え
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

５０

出
店
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
や
抽
選
会
な
ど
も
開
催
。

　
隣
接
す
る
印
旛
公
民
館
で
は
「
い
ん
ば
公
民
館
ま
つ
り
」
も
同
時
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
3
日
華
・
午
前
9
時
～
午
後
2
時
。

11
※
小
雨
決
行
。

■場 
印
旛
中
央
公
園
（
瀬
戸
）。

■問 
印
旛
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
印
西
市
商
工
会
印
旛

支
所
内
・
緯
碓99 
0
2
8
2
）。

　ペットボトルの原料はプラスチックと同じ石油か
ら作られるポリエチレンテレフタレートと呼ばれる
樹脂で、英語表記の頭文字をとって「PET（ペット）」
と呼んでいます。このポリエチレンテレフタレート
を原料とした仲間としては、繊維や食品包装フィル
ムなどであり、このことがペットボトル再利用品数
の多さの理由となっています。
　ペットボトルのリサイクルには回収したペットボ
トルを細かく砕いて原料にし、いろいろな製品を作
る「マテリアルリサイクル」とペットボトルの原料に
戻し、再びペットボトルを作る「ボトルtoボトル」
の2つの方法があります。「マテリアルリサイクル」
による製品の種類は年々増えており、より身近な製
品に形を変えて再利用されています。
　このようにリサイクルしやすいペットボトルです
が、まだ燃やすごみの中に排出されている場合が見
受けられます。
　貴重な資源であるペットボトルは、必ず資源物と
して排出してください。ご協力をお願いいたします。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）。

ごみの分別大事典シリーズ⑦

ペットボトルはリサイクルできる貴重な資源

を
整
え
て
お
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

調
査
が
あ
り
ま
す
。

碓伺 
注
意
…
民
生
委
員
は
、
調
査
で
伺

う
際
、
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
調
査
で
得
た
個
人
情
報
に

は
「
民
生
委
員
法
」
第
　
条
に
よ
り
、

15

守
秘
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
区
担
当
の
民
生
委
員
が
各
家
庭

を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
4
・
2
5
6
）。

 ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
・
高
齢
者
の
み
の
　

　
　
　
　
　
世
帯
実
態
調
査
を
開
始
し
ま
す

民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
。

■対 
市
内
に
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学

の
人
。

胸
意
見
の
提
出
方
法
…
　
月
　
日
俄

10

29

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
任
意
様

式
に
「
印
西
市
都
市
計
画
法
に
基
づ

く
開
発
行
為
等
の
許
可
の
基
準
に
関

す
る
条
例
（
案
）
に
関
す
る
意
見
公

募
」
と
併
せ
て
、
意
見
・
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
を
明
記
し
、
市
建
築
課
ま
で

持
参
、
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電

子
メ
ー
ル
で
提
出
（
持
参
の
場
合
、

土
・
日
曜
日
は
除
く
）。

※
氏
名
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い

も
の
は
無
効
で
す
。
ま
た
、
応
募
に

要
す
る
諸
費
用
は
応
募
者
本
人
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

■問 
建
築
課
開
発
指
導
準
備
室
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
☎
内
線
7
7
2
・
胃
碓42 

0
0
2
8
・
■メール k

e
n
tik
u
k
a@
cit

y
.in
zai.lg

.jp

 ）。

【ダイヤ改正の概要】
①昼間時、新鎌ケ谷駅において、普通電車とアクセ
　ス特急との乗換接続を可能とし利便性を向上。
②昼間時における普通電車の待ち合わせ時間の短縮。
③成田空港および羽田空港へのアクセス時間短縮。
④印西牧の原駅～印旛日本医大駅間の増発。
⑤急行電車の一部普通電車化。
⑥平日深夜の増発による混雑緩和。
※各駅の時刻は、北総鉄道㈱ホームページ（http:
//www.hokuso-railway.co.jp/）をご覧くださ
い。詳細は下記までお問い合わせください。
■問 北総鉄道㈱運輸部（緯047－445－7161）。

都心・成田空港、羽田空港への利便性が向上

10月21日蚊から北総線の
ダイヤが改正

 印
西
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

　
　
開
発
行
為
等
の
許
可
の
基
準
に
関
す
る

　
　
　
条
例
　
の
市
民
意
見
公
募
を
実
施

(案)

産業まつり会場


